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式
会
社
へ
商
号
変
更
（
株
式
会
社
ニ
ッ
シ 

 
 
 
 

 
 

ン
よ
り
社
名
変
更
） 

関
係
団
体 

 

愛
媛
県
貸
金
業
協
会
理
事 

最
終
学
歴 

 

愛
媛
県
立
大
洲
中
学
校 

卒 

業 

年 
 

昭
和
十
九
年
中
退 

軍 
 

歴 
 

昭
和
十
九
年
四
月 

大
刀
洗
陸
軍
飛
行
学 

 
 
 
 

 
 

校
第
一
期
特
別
幹
部
候
補
生
と
し
て
入
校 

 
 
 
 

 
 

昭
和
十
九
年
十
一
月 

錦
州
一
六
六
七
五 

 
 
 
 

 
 

飛
行
団
第
五
練
習
隊
入
隊 

 
 
 
 

 
 

昭
和
二
十
二
年
八
月 
シ
ベ
リ
ア
よ
り
復 

 
 
 
 

 
 

員 

家
族
構
成 

 

公
恵
（
妻
） 

道
正
（
長
男
） 
邦
彦
（
次 

 
 
 
 

 
 

男
） 

み
ど
り
（
長
女
） 

趣 
 

味 
 

読
書
、
旅
行
、
能 

（
愛
媛
県 

 

山
本 

繁
夫
） 

ソ
連
抑
留
中 

 

哀
し
み
と
憤
り
の
追
憶
雑
感 

愛
媛
県 

 

東 
 
 

義 

之 
 

 

  

国
際
法
上
の
根
拠
も
無
視
し
、
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）

年
八
月
九
日
早
朝
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
原

爆
投
下
に
よ
り
、
日
本
の
無
条
件
降
伏
の
バ
ス
に
乗
り
遅

れ
ま
い
と
対
日
宣
戦
を
布
告
し
、
満
州
全
域
に
侵
攻
し
、

こ
れ
に
よ
り
関
東
軍
、
開
拓
団
、
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
、

在
満
邦
人
の
悲
劇
の
始
ま
り
で
あ
る
。
火
事
場
泥
棒
的
な

参
戦
に
よ
り
、
全
満
よ
り
食
糧
（
食
料
品
）、
衣
料
品
は
云

う
に
及
ば
ず
、
重
工
業
施
設
品
、
他
を
連
日
連
夜
ト
ラ
ッ

ク
に
て
自
国
に
戦
利
品
と
称
し
持
ち
去
り
、
同
時
に
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ク
経
由
、
東
京
ダ
モ
イ
と
偽
り
、
マ
ン
ド
リ
ン

な
る
武
器
の
ソ
連
兵
の
警
備
の
も
と
、
連
日
、
気
の
遠
く

な
る
様
な
道
程
を
連
行
さ
れ
、
ソ
連
の
旧
囚
人
施
設
跡
に

収
容
さ
れ
る
。 

 

齢
八
十
有
余
年
に
し
て
、
今
、
六
十
年
余
の
過
去
を
思
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う
ま
ま
に
断
片
的
に
定
か
で
な
い
記
憶
を
た
ど
り
つ
つ
記

し
て
み
る
。 

 

一
週
間
に
一
度
の
入
浴
（
桶
に
一
杯
の
湯
を
浴
び
る
だ

け
）。
そ
の
間
に
着
用
し
て
い
た
下
着
は
シ
ラ
ミ
退
治
の
た

め
滅
菌
消
毒
す
る
。
濡
れ
タ
オ
ル
が
部
屋
に
帰
る
数
分
間

に
寒
さ
で
棒
切
れ
の
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

夜
は
、
今
、
食
事
が
済
ん
だ
ば
か
り
の
空
腹
を
か
か
え

て
各
々
が
故
郷
の
食
べ
物
の
紹
介
の
話
に
花
が
咲
く
（
大

福
餅
、
ぼ
た
餅
、
す
し
等
と
）。
早
く
帰
っ
て
腹
い
っ
ぱ
い

食
べ
た
い
と
語
り
合
い
、
は
か
な
い
現
実
を
嘆
き
つ
つ
眠

り
に
つ
く
。 

 

入
ソ
当
時
流
行
の
熱
発
と
下
痢
で
、
夕
べ
語
り
し
友
は

目
覚
め
る
と
冷
た
く
な
っ
て
お
り
、
冬
の
死
者
は
寒
さ
で

棒
切
れ
の
様
に
な
り
、
今
ま
で
着
用
し
て
い
た
衣
類
は
官

物
と
言
う
事
で
下
着
ま
で
剥
ぎ
取
り
、
全
裸
に
し
た
の
ち
、

雪
の
山
中
に
ソ
リ
で
運
び
、
一
部
を
除
雪
し
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
ご
と
く
カ
チ
カ
チ
の
硬
土
を
ツ
ル
ハ
シ
に
て
数
時

間
か
け
て
も
掘
れ
ず
、
浅
い
穴
に
死
体
を
横
た
え
、
そ
の

上
に
採
集
し
て
き
た
乾
草
を
掛
け
、
掘
り
上
げ
た
土
と
雪

を
か
け
る
。
や
が
て
は
自
分
等
も
こ
の
よ
う
な
様
に
な
る

か
も
と
思
い
な
が
ら
、
亡
き
友
と
別
れ
を
告
げ
た
悲
し
み

を
昨
日
の
ご
と
く
思
い
出
し
胸
が
つ
ま
る
（
冬
期
以
外
は

体
験
し
な
か
っ
た
）。 

 

書
物
に
よ
る
と
ソ
連
、
北
朝
鮮
は
他
と
語
る
時
、
必
ず

同
志
○
○
と
呼
び
、
我
々
日
本
人
も
在
ソ
中
は
必
ず
そ
う

呼
び
合
っ
て
い
た
。
今
思
う
と
、
最
も
嫌
忌
す
る
共
産
用

語
で
あ
る
・ 

 

今
は
見
て
も
気
味
悪
く
怖
い
ヘ
ビ
で
あ
る
が
、
二
、
三

度
、
山
中
作
業
中
、
食
し
た
こ
と
が
あ
る
。
捕
え
て
首
を

棒
で
頭
を
は
さ
み
皮
を
剥
ぐ
と
、
棒
に
く
る
く
る
と
捲
き

付
く
、
そ
れ
を
火
で
あ
ぶ
る
と
ジ
ユ
ジ
ュ
と
油
を
出
し
コ

ン
ガ
リ
と
焼
く
と
、
う
な
ぎ
の
蒲
焼
の
ご
と
く
実
に
美
味

で
あ
り
、
小
グ
ル
ー
プ
で
仲
良
く
平
等
に
寸
を
計
っ
て
食

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
お
い
し
い
ヘ
ビ
も
シ
ベ
リ
ア
の

地
で
は
め
っ
た
に
姿
を
見
せ
ず
、
ま
た
ト
イ
レ
に
人
糞
を

求
め
て
く
る
ネ
ズ
ミ
を
捕
ま
え
て
食
し
よ
う
と
思
い
し
も
、

実
に
足
が
早
く
て
一
匹
も
捕
獲
で
き
ず
。 

 

山
中
に
は
毒
々
し
い
ま
で
に
赤
や
黄
色
の
丸
い
傘
の
キ



 

396 

 
 
 
 

 
 

式
会
社
へ
商
号
変
更
（
株
式
会
社
ニ
ッ
シ 

 
 
 
 

 
 

ン
よ
り
社
名
変
更
） 

関
係
団
体 

 

愛
媛
県
貸
金
業
協
会
理
事 

最
終
学
歴 

 

愛
媛
県
立
大
洲
中
学
校 

卒 

業 

年 
 

昭
和
十
九
年
中
退 

軍 
 

歴 
 

昭
和
十
九
年
四
月 

大
刀
洗
陸
軍
飛
行
学 

 
 
 
 

 
 

校
第
一
期
特
別
幹
部
候
補
生
と
し
て
入
校 

 
 
 
 

 
 

昭
和
十
九
年
十
一
月 

錦
州
一
六
六
七
五 

 
 
 
 

 
 

飛
行
団
第
五
練
習
隊
入
隊 

 
 
 
 

 
 

昭
和
二
十
二
年
八
月 

シ
ベ
リ
ア
よ
り
復 

 
 
 
 

 
 

員 

家
族
構
成 

 

公
恵
（
妻
） 

道
正
（
長
男
） 

邦
彦
（
次 

 
 
 
 

 
 

男
） 

み
ど
り
（
長
女
） 

趣 
 

味 
 

読
書
、
旅
行
、
能 

（
愛
媛
県 

 

山
本 

繁
夫
） 

ソ
連
抑
留
中 

 

哀
し
み
と
憤
り
の
追
憶
雑
感 

愛
媛
県 

 

東 
 
 

義 

之 
 

 

  

国
際
法
上
の
根
拠
も
無
視
し
、
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）

年
八
月
九
日
早
朝
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
原

爆
投
下
に
よ
り
、
日
本
の
無
条
件
降
伏
の
バ
ス
に
乗
り
遅

れ
ま
い
と
対
日
宣
戦
を
布
告
し
、
満
州
全
域
に
侵
攻
し
、

こ
れ
に
よ
り
関
東
軍
、
開
拓
団
、
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
、

在
満
邦
人
の
悲
劇
の
始
ま
り
で
あ
る
。
火
事
場
泥
棒
的
な

参
戦
に
よ
り
、
全
満
よ
り
食
糧
（
食
料
品
）、
衣
料
品
は
云

う
に
及
ば
ず
、
重
工
業
施
設
品
、
他
を
連
日
連
夜
ト
ラ
ッ

ク
に
て
自
国
に
戦
利
品
と
称
し
持
ち
去
り
、
同
時
に
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ク
経
由
、
東
京
ダ
モ
イ
と
偽
り
、
マ
ン
ド
リ
ン

な
る
武
器
の
ソ
連
兵
の
警
備
の
も
と
、
連
日
、
気
の
遠
く

な
る
様
な
道
程
を
連
行
さ
れ
、
ソ
連
の
旧
囚
人
施
設
跡
に

収
容
さ
れ
る
。 

 

齢
八
十
有
余
年
に
し
て
、
今
、
六
十
年
余
の
過
去
を
思

 

397 

う
ま
ま
に
断
片
的
に
定
か
で
な
い
記
憶
を
た
ど
り
つ
つ
記

し
て
み
る
。 

 

一
週
間
に
一
度
の
入
浴
（
桶
に
一
杯
の
湯
を
浴
び
る
だ

け
）。
そ
の
間
に
着
用
し
て
い
た
下
着
は
シ
ラ
ミ
退
治
の
た

め
滅
菌
消
毒
す
る
。
濡
れ
タ
オ
ル
が
部
屋
に
帰
る
数
分
間

に
寒
さ
で
棒
切
れ
の
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

夜
は
、
今
、
食
事
が
済
ん
だ
ば
か
り
の
空
腹
を
か
か
え

て
各
々
が
故
郷
の
食
べ
物
の
紹
介
の
話
に
花
が
咲
く
（
大

福
餅
、
ぼ
た
餅
、
す
し
等
と
）。
早
く
帰
っ
て
腹
い
っ
ぱ
い

食
べ
た
い
と
語
り
合
い
、
は
か
な
い
現
実
を
嘆
き
つ
つ
眠

り
に
つ
く
。 

 

入
ソ
当
時
流
行
の
熱
発
と
下
痢
で
、
夕
べ
語
り
し
友
は

目
覚
め
る
と
冷
た
く
な
っ
て
お
り
、
冬
の
死
者
は
寒
さ
で

棒
切
れ
の
様
に
な
り
、
今
ま
で
着
用
し
て
い
た
衣
類
は
官

物
と
言
う
事
で
下
着
ま
で
剥
ぎ
取
り
、
全
裸
に
し
た
の
ち
、

雪
の
山
中
に
ソ
リ
で
運
び
、
一
部
を
除
雪
し
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
ご
と
く
カ
チ
カ
チ
の
硬
土
を
ツ
ル
ハ
シ
に
て
数
時

間
か
け
て
も
掘
れ
ず
、
浅
い
穴
に
死
体
を
横
た
え
、
そ
の

上
に
採
集
し
て
き
た
乾
草
を
掛
け
、
掘
り
上
げ
た
土
と
雪

を
か
け
る
。
や
が
て
は
自
分
等
も
こ
の
よ
う
な
様
に
な
る

か
も
と
思
い
な
が
ら
、
亡
き
友
と
別
れ
を
告
げ
た
悲
し
み

を
昨
日
の
ご
と
く
思
い
出
し
胸
が
つ
ま
る
（
冬
期
以
外
は

体
験
し
な
か
っ
た
）。 

 

書
物
に
よ
る
と
ソ
連
、
北
朝
鮮
は
他
と
語
る
時
、
必
ず

同
志
○
○
と
呼
び
、
我
々
日
本
人
も
在
ソ
中
は
必
ず
そ
う

呼
び
合
っ
て
い
た
。
今
思
う
と
、
最
も
嫌
忌
す
る
共
産
用

語
で
あ
る
・ 

 

今
は
見
て
も
気
味
悪
く
怖
い
ヘ
ビ
で
あ
る
が
、
二
、
三

度
、
山
中
作
業
中
、
食
し
た
こ
と
が
あ
る
。
捕
え
て
首
を

棒
で
頭
を
は
さ
み
皮
を
剥
ぐ
と
、
棒
に
く
る
く
る
と
捲
き

付
く
、
そ
れ
を
火
で
あ
ぶ
る
と
ジ
ユ
ジ
ュ
と
油
を
出
し
コ

ン
ガ
リ
と
焼
く
と
、
う
な
ぎ
の
蒲
焼
の
ご
と
く
実
に
美
味

で
あ
り
、
小
グ
ル
ー
プ
で
仲
良
く
平
等
に
寸
を
計
っ
て
食

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
お
い
し
い
ヘ
ビ
も
シ
ベ
リ
ア
の

地
で
は
め
っ
た
に
姿
を
見
せ
ず
、
ま
た
ト
イ
レ
に
人
糞
を

求
め
て
く
る
ネ
ズ
ミ
を
捕
ま
え
て
食
し
よ
う
と
思
い
し
も
、

実
に
足
が
早
く
て
一
匹
も
捕
獲
で
き
ず
。 

 

山
中
に
は
毒
々
し
い
ま
で
に
赤
や
黄
色
の
丸
い
傘
の
キ



 

398 

ノ
コ
が
出
る
。
何
度
か
採
取
し
て
食
し
て
み
た
い
と
思
い

し
も
、
猛
毒
キ
ノ
コ
で
、
食
す
る
と
直
ぐ
死
亡
す
る
故
、

ソ
連
側
か
ら
き
つ
く
注
意
さ
れ
て
い
た
た
め
、
食
し
た
事

は
な
い
。
聞
く
と
こ
ろ
で
は
、
そ
れ
で
も
空
腹
に
耐
え
ら

れ
ず
食
し
て
死
亡
し
た
友
も
い
た
と
聞
く
。 

 

抑
留
一
年
目
の
春
ご
ろ
よ
り
、
共
産
主
義
を
称
え
る
日

本
新
聞
な
る
も
の
が
出
始
め
、
日
一
日
と
思
想
教
育
が
激

し
く
な
り
、
ソ
連
を
祖
国
と
呼
び
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
日
本

よ
り
解
放
し
て
く
れ
た
万
国
労
働
者
の
父
、
偉
大
な
る
ス

タ
ー
リ
ン
大
元
帥
に
感
謝
状
を
捧
げ
る
と
「
お
ご
そ
か
な

る
」
署
名
式
を
も
行
っ
た
。 

 

 

作
業
に
出
て
も
食
事
後
、
新
聞
輪
読
会
を
行
い
、
夕
食

後
は
昼
間
に
作
業
で
疲
れ
て
い
て
も
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー

ニ
ン
主
義
な
る
思
想
勉
強
会
。 

 

酷
寒
の
シ
ベ
リ
ア
に
も
春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
祖
国
ダ

モ
イ
の
噂
が
チ
ラ
ホ
ラ
し
だ
す
。
ソ
連
側
は
（
民
主
主
義

者
と
ハ
ラ
シ
ョ
ウ
ラ
ボ
ー
タ
）
に
よ
り
、
帰
国
さ
す
と
の

事
を
指
導
者
よ
り
達
し
あ
り
、
以
後
自
分
こ
そ
は
民
主
主

義
者
で
あ
り
、
早
く
選
ば
れ
て
早
期
帰
国
せ
ん
も
の
と
、

歪
む
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
民
主
主
義
運
動
が
激
し
く
な
り
、

連
日
の
ご
と
く
批
判
会
が
も
た
れ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
さ
れ
た

人
は
、
大
衆
の
前
に
立
た
さ
れ
、
反
省
会
が
も
た
れ
、
自

己
批
判
を
強
い
ら
れ
（
そ
う
だ
！ 

そ
う
だ
！ 

同
感
）

と
云
う
合
言
葉
の
喧
々
囂
々
た
る
野
次
が
飛
び
交
い
、
呆

然
自
失
の
状
態
に
な
り
、
精
神
的
に
参
っ
て
し
ま
う
。
主

と
し
て
、
旧
将
校
、
警
官
、
憲
兵
、
高
学
歴
者
で
あ
っ
た
。 

 

在
ソ
中
、
民
主
運
動
盛
ん
な
り
し
こ
ろ
（
何
か
お
っ
と

り
と
し
、
自
己
主
張
も
あ
ま
り
せ
ず
）
、
良
家
出
身
の
友
は

常
に
「
日
和
見
主
義
者
」
「
反
動
分
子
」
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ

ー
の
手
先
」
と
何
か
に
付
け
て
批
判
さ
れ
、
常
に
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
さ
れ
、
大
衆
の
前
に
出
さ
れ
、
い
つ
も
の
ご
と
く

「
そ
う
だ
！ 

そ
う
だ
！ 

同
感
」
の
野
次
で
呆
然
自
失

の
友
を
目
の
前
に
し
な
が
ら
、
当
時
と
し
て
は
助
言
も
ど

う
す
る
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
友
に
対
し
、
申
し
訳
な
さ

と
、
自
己
の
不
甲
斐
な
さ
に
、
今
改
め
て
悔
い
る
ば
か
り

で
あ
る
。 

 
共
に
毎
夜
、
床
の
中
で
日
本
帰
国
の
夢
と
食
べ
物
話
し

を
語
り
し
友
も
今
い
ず
こ
…
…
。
遠
い
北
の
果
て
の
国
シ
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ベ
リ
ア
の
地
に
眠
っ
て
お
わ
す
や
…
…
。
ど
う
か
友
の
霊

よ
、
安
ら
か
に
眠
り
給
え
！ 

二
度
と
あ
の
よ
う
な
悲
劇

が
繰
り
返
さ
れ
る
事
の
な
い
様
、
残
さ
れ
た
我
々
が
語
り

つ
い
で
ゆ
く
事
を
誓
う
。「
合
掌
」 

 

酷
寒
・
空
腹
・
重
労
働
の
三
苦
に
耐
え
る
事
四
年
、
つ

い
に
帰
国
の
時
が
来
た
。
汽
車
に
て
最
終
、
集
結
地
の
ナ

ホ
ト
カ
の
収
容
所
に
着
き
、
横
付
け
さ
れ
た
出
迎
え
の
船

を
見
た
時
は
胸
が
つ
ま
っ
た
。
だ
が
乗
船
ま
で
の
毎
日
が

大
変
で
あ
っ
た
。 

 

連
日
が
闘
争
歌
な
る
労
働
歌
の
練
習
、
狂
お
し
い
ま
で

の
共
産
賛
歌
と
踊
り
（
ダ
ン
ス
）
の
練
習
。
ア
ク
チ
ー
ブ

な
る
指
導
者
の
思
想
教
育
。
何
度
も
何
度
も
、
有
り
も
し

な
い
所
持
品
の
検
査
、
ア
ク
チ
ー
ブ
立
ち
合
い
の
も
と
、

ソ
連
将
校
の
検
査
。 

 

指
導
者
は
曰
く
「
同
志
は
帰
国
で
は
な
く
フ
ァ
シ
ズ
ム

の
反
動
の
国
、
天
皇
島
に
敵
前
上
陸
す
る
の
で
あ
る
」
と
。

ま
た
、
上
陸
後
は
直
ち
に
東
京
代
々
木
の
日
本
共
産
党
本

部
に
馳
せ
参
じ
、
入
党
の
手
続
き
す
べ
し
、
不
本
意
な
者

は
直
ち
に
ソ
連
側
に
通
告
し
、
一
段
な
り
と
も
乗
船
の
タ

ラ
ッ
プ
を
踏
む
事
な
く
奥
地
の
収
容
所
に
逆
送
す
べ
く
処

置
を
す
る
と
脅
か
し
」
、
万
国
労
働
者
の
祖
国
ソ
連
の
た
め
、

同
志
よ
元
気
を
出
し
て
天
皇
島
に
上
陸
し
、
”ス

タ
ー
リ
ン

に
報
恩
せ
よ
と

“ 

 

タ
ラ
ッ
プ
を
踏
ん
で
乗
船
、
何
年
ぶ
り
か
の
日
本
人
船

員
と
語
り
、
船
中
の
日
本
食
を
し
、
翌
日
は
は
る
か
日
本

の
島
々
を
船
上
よ
り
眺
め
た
時
は
万
感
胸
に
嬉
し
さ
で
胸

が
つ
ま
り
、
涙
が
止
め
ど
も
な
く
溢
れ
た
。
こ
の
様
な
感

激
（
感
動
）
と
嬉
し
さ
は
終
世
を
通
じ
て
二
度
と
味
わ
う

事
は
な
か
ろ
う
。
舞
鶴
・
京
都
と
帰
途
、
各
駅
で
婦
人
会
、

学
生
、
他
と
「
長
い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
」
と
、
実
に
や

さ
し
く
出
迎
え
て
下
さ
り
、
感
謝
と
感
激
で
い
っ
ぱ
い
で

あ
っ
た
。 

 

か
く
し
て
我
々
が
故
郷
に
帰
り
着
く
事
が
出
来
た
の
で

あ
る
。 

 

乗
船
時
ナ
ホ
ト
カ
で
所
持
品
検
査
に
よ
り
す
べ
て
没
収

さ
れ
、
遺
品
も
な
く
、
友
よ
り
聞
き
し
、
う
ろ
覚
え
の
地

名
を
頼
り
、
復
員
後
の
夏
の
あ
る
暑
い
日
、
友
の
報
告
を

す
べ
く
東
京
杉
並
区
に
赴
い
た
。
友
よ
り
聞
い
て
い
た
豪
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ノ
コ
が
出
る
。
何
度
か
採
取
し
て
食
し
て
み
た
い
と
思
い

し
も
、
猛
毒
キ
ノ
コ
で
、
食
す
る
と
直
ぐ
死
亡
す
る
故
、

ソ
連
側
か
ら
き
つ
く
注
意
さ
れ
て
い
た
た
め
、
食
し
た
事

は
な
い
。
聞
く
と
こ
ろ
で
は
、
そ
れ
で
も
空
腹
に
耐
え
ら

れ
ず
食
し
て
死
亡
し
た
友
も
い
た
と
聞
く
。 

 

抑
留
一
年
目
の
春
ご
ろ
よ
り
、
共
産
主
義
を
称
え
る
日

本
新
聞
な
る
も
の
が
出
始
め
、
日
一
日
と
思
想
教
育
が
激

し
く
な
り
、
ソ
連
を
祖
国
と
呼
び
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
日
本

よ
り
解
放
し
て
く
れ
た
万
国
労
働
者
の
父
、
偉
大
な
る
ス

タ
ー
リ
ン
大
元
帥
に
感
謝
状
を
捧
げ
る
と
「
お
ご
そ
か
な

る
」
署
名
式
を
も
行
っ
た
。 

 

 

作
業
に
出
て
も
食
事
後
、
新
聞
輪
読
会
を
行
い
、
夕
食

後
は
昼
間
に
作
業
で
疲
れ
て
い
て
も
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー

ニ
ン
主
義
な
る
思
想
勉
強
会
。 

 

酷
寒
の
シ
ベ
リ
ア
に
も
春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
祖
国
ダ

モ
イ
の
噂
が
チ
ラ
ホ
ラ
し
だ
す
。
ソ
連
側
は
（
民
主
主
義

者
と
ハ
ラ
シ
ョ
ウ
ラ
ボ
ー
タ
）
に
よ
り
、
帰
国
さ
す
と
の

事
を
指
導
者
よ
り
達
し
あ
り
、
以
後
自
分
こ
そ
は
民
主
主

義
者
で
あ
り
、
早
く
選
ば
れ
て
早
期
帰
国
せ
ん
も
の
と
、

歪
む
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
民
主
主
義
運
動
が
激
し
く
な
り
、

連
日
の
ご
と
く
批
判
会
が
も
た
れ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
さ
れ
た

人
は
、
大
衆
の
前
に
立
た
さ
れ
、
反
省
会
が
も
た
れ
、
自

己
批
判
を
強
い
ら
れ
（
そ
う
だ
！ 

そ
う
だ
！ 

同
感
）

と
云
う
合
言
葉
の
喧
々
囂
々
た
る
野
次
が
飛
び
交
い
、
呆

然
自
失
の
状
態
に
な
り
、
精
神
的
に
参
っ
て
し
ま
う
。
主

と
し
て
、
旧
将
校
、
警
官
、
憲
兵
、
高
学
歴
者
で
あ
っ
た
。 

 

在
ソ
中
、
民
主
運
動
盛
ん
な
り
し
こ
ろ
（
何
か
お
っ
と

り
と
し
、
自
己
主
張
も
あ
ま
り
せ
ず
）
、
良
家
出
身
の
友
は

常
に
「
日
和
見
主
義
者
」
「
反
動
分
子
」
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ

ー
の
手
先
」
と
何
か
に
付
け
て
批
判
さ
れ
、
常
に
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
さ
れ
、
大
衆
の
前
に
出
さ
れ
、
い
つ
も
の
ご
と
く

「
そ
う
だ
！ 

そ
う
だ
！ 

同
感
」
の
野
次
で
呆
然
自
失

の
友
を
目
の
前
に
し
な
が
ら
、
当
時
と
し
て
は
助
言
も
ど

う
す
る
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
友
に
対
し
、
申
し
訳
な
さ

と
、
自
己
の
不
甲
斐
な
さ
に
、
今
改
め
て
悔
い
る
ば
か
り

で
あ
る
。 

 

共
に
毎
夜
、
床
の
中
で
日
本
帰
国
の
夢
と
食
べ
物
話
し

を
語
り
し
友
も
今
い
ず
こ
…
…
。
遠
い
北
の
果
て
の
国
シ

 

399 

ベ
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友
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に
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な
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船
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タ
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を
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事
な
く
奥
地
の
収
容
所
に
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送
す
べ
く
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置
を
す
る
と
脅
か
し
」
、
万
国
労
働
者
の
祖
国
ソ
連
の
た
め
、
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よ
元
気
を
出
し
て
天
皇
島
に
上
陸
し
、
”ス

タ
ー
リ
ン

に
報
恩
せ
よ
と
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タ
ラ
ッ
プ
を
踏
ん
で
乗
船
、
何
年
ぶ
り
か
の
日
本
人
船

員
と
語
り
、
船
中
の
日
本
食
を
し
、
翌
日
は
は
る
か
日
本

の
島
々
を
船
上
よ
り
眺
め
た
時
は
万
感
胸
に
嬉
し
さ
で
胸

が
つ
ま
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、
涙
が
止
め
ど
も
な
く
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た
。
こ
の
様
な
感
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（
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動
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と
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は
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世
を
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と
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う

事
は
な
か
ろ
う
。
舞
鶴
・
京
都
と
帰
途
、
各
駅
で
婦
人
会
、

学
生
、
他
と
「
長
い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
」
と
、
実
に
や

さ
し
く
出
迎
え
て
下
さ
り
、
感
謝
と
感
激
で
い
っ
ぱ
い
で

あ
っ
た
。 

 

か
く
し
て
我
々
が
故
郷
に
帰
り
着
く
事
が
出
来
た
の
で

あ
る
。 

 

乗
船
時
ナ
ホ
ト
カ
で
所
持
品
検
査
に
よ
り
す
べ
て
没
収

さ
れ
、
遺
品
も
な
く
、
友
よ
り
聞
き
し
、
う
ろ
覚
え
の
地

名
を
頼
り
、
復
員
後
の
夏
の
あ
る
暑
い
日
、
友
の
報
告
を

す
べ
く
東
京
杉
並
区
に
赴
い
た
。
友
よ
り
聞
い
て
い
た
豪
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邸
は
先
の
空
襲
で
跡
形
も
な
く
、
パ
ラ
ッ
ク
の
仮
住
ま
い

で
、
ご
両
親
は
友
を
案
じ
つ
つ
帰
り
を
待
ち
き
れ
ず
他
界

さ
れ
た
由
、
友
と
瓜
二
つ
の
よ
く
似
た
姉
上
に
迎
え
ら
れ
、

姉
上
に
涙
の
報
告
を
し
、
仏
壇
の
ご
両
親
に
報
告
し
、
引

き
留
め
る
中
を
再
度
の
訪
問
を
約
し
て
退
去
す
る
。 

 

共
に
慰
め
、
励
ま
し
あ
っ
た
親
愛
の
友
の
御
霊
よ
、
迷

う
こ
と
な
く
早
く
待
ち
わ
び
る
我
が
家
へ
帰
ら
ん
事
を
心

よ
り
祈
る
。 

 

外
出
時
、
ふ
ら
つ
く
足
元
を
杖
に
て
確
保
し
、
悲
哀
を

感
じ
な
が
ら
も
、
自
分
に
も
あ
ん
な
元
気
な
時
も
あ
っ
た

と
自
愛
し
て
み
る
。 

（
今
を
去
る
こ
と
、
そ
の
昔
、
若
か
り
し
日
、
柔
道
部
に

席
を
置
き
、
部
活
動
で
先
輩
達
に
鍛
え
ら
れ
し
、
闘
志
を

燃
や
し
、
体
力
気
力
と
も
に
有
っ
た
昔
を
懐
古
し
、
負
け

惜
し
み
を
感
じ
、
力
ん
で
み
る
も
い
か
ん
と
も
し
が
た

し
。） 

 

日
常
生
活
に
お
い
て
も
妻
の
支
え
な
く
し
て
は
ど
う
に

も
な
ら
な
い
日
々
の
現
実
な
れ
ど
、
自
分
の
加
齢
に
な
る

こ
と
も
忘
れ
、
夏
、
冬
が
過
ぎ
れ
ば
、
や
が
て
は
桜
の
咲

く
待
望
の
春
も
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
期
に
、
毎
年

の
家
族
揃
っ
て
の
桜
鑑
賞
旅
行
を
と
、
ほ
ん
の
さ
さ
や
か

な
夢
を
追
い
つ
つ
、
早
く
も
来
春
を
待
ち
わ
び
る
こ
の
ご

ろ
で
あ
る
。 

 

何
年
か
前
の
春
う
る
わ
し
い
こ
ろ
、
古
都
京
都
と
舞
鶴

へ
妻
と
小
旅
行
し
た
。
舞
鶴
の
港
の
岡
に
立
つ
と
、
日
本

海
は
穏
や
か
に
凪
い
で
い
た
。
此
方
の
島
に
向
い
、
遠
い

北
の
果
て
ソ
連
の
地
に
眠
る
友
に
安
か
れ
と
祈
り
を
捧
げ

る
。
あ
の
有
名
な
「
異
国
の
丘
」
の
メ
ロ
デ
ィ
が
も
の
悲

し
い
憂
い
を
帯
び
て
流
れ
て
く
る
。
（
我
慢
だ
待
っ
て
い

ろ
、
嵐
が
過
ぎ
り
ゃ
、
帰
る
日
も
来
る 

春
が
来
る
）
あ

の
苦
し
か
っ
た
在
ソ
を
追
憶
し
、
熱
い
も
の
が
こ
み
上
げ

て
き
た
。 

 

妻
と
二
人
、
涙
で
言
葉
も
出
ず
、
追
懐
の
桟
橋
で
記
念

の
写
真
も
撮
る
。 

 

記
念
館
に
て
収
容
所
内
の
写
真
展
、
記
事
を
見
て
回
り
、

昔
日
の
自
分
を
懐
古
す
る
関
係
の
本
、
数
冊
を
買
っ
て
帰

る
。
今
ま
で
各
方
面
に
遊
び
し
旅
行
中
で
、
私
に
と
っ
て

最
も
意
義
深
い
舞
鶴
旅
行
で
あ
っ
た
。 
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最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
シ
ベ
リ
ア
の
地
に
眠
る
御
霊

の
ご
冥
福
を
再
度
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。「
合
掌
」 

 

追
記 

 

作
業
の
途
次
、
丸
い
物
に
つ
ま
づ
き
、
急
い
で
馬
鈴
薯

と
思
い
、
大
事
に
懐
に
入
れ
て
持
ち
帰
り
、
ワ
ク
ワ
ク
と

期
待
を
込
め
て
ペ
チ
カ
で
焼
く
と
溶
け
て
馬
糞
の
臭
い
プ

ン
プ
ン
！ 

友
と
ガ
ッ
カ
リ
し
た
。 

 

【
執
筆
者
の
紹
介
】 

生
年
月
日 

 

大
正
十
三
年
七
月
生
ま
れ 

出 

生 

地 
 

愛
媛
県
東
温
布
（
旧
川
内
）
井
内
甲 

父 
 

 
 
 
 

 
 

直
局
、
母 

フ
ユ
の
次
男 

経 
 

歴 
 

地
元
の
西
谷
小
学
校
卒
業 

 
 
 
 

 
 

昭
和
十
六
年
十
二
月 

県
立
松
山
工
業
卒 

 
 
 
 

 
 

業 

 
 
 
 

 
 

満
州
県
新
京 

満
州
鉱
山
に
勤
務 

一
年 

 
 
 
 

 
 

で
兵
役
に
服
す 

 
 
 
 

 
 

昭
和
二
十
年
九
月 

 

入
ソ
後
コ
ム
ソ
モ 

 
 
 
 

 
 

リ
ス
ク
、
ホ
ル
モ
リ
ン
地
区
で
強
制
労
働 

 
 
 
 

 
 

昭
和
二
十
四
年
七
月 

復
員 

 

松
山
市
に
て
、
愛
媛
県
職
業
安
定
所
、
建
設
省
土
木
松

山
事
務
所
、
住
友
建
設
松
山
支
店
等
勤
務
、
東
建
設
（
自

営
）
を
経
営
。
子
供
二
人 
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襲
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仮
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友
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友
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迎
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仏
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友
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迷
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ん
事
を
心

よ
り
祈
る
。 

 

外
出
時
、
ふ
ら
つ
く
足
元
を
杖
に
て
確
保
し
、
悲
哀
を

感
じ
な
が
ら
も
、
自
分
に
も
あ
ん
な
元
気
な
時
も
あ
っ
た

と
自
愛
し
て
み
る
。 

（
今
を
去
る
こ
と
、
そ
の
昔
、
若
か
り
し
日
、
柔
道
部
に

席
を
置
き
、
部
活
動
で
先
輩
達
に
鍛
え
ら
れ
し
、
闘
志
を

燃
や
し
、
体
力
気
力
と
も
に
有
っ
た
昔
を
懐
古
し
、
負
け

惜
し
み
を
感
じ
、
力
ん
で
み
る
も
い
か
ん
と
も
し
が
た

し
。） 

 

日
常
生
活
に
お
い
て
も
妻
の
支
え
な
く
し
て
は
ど
う
に

も
な
ら
な
い
日
々
の
現
実
な
れ
ど
、
自
分
の
加
齢
に
な
る

こ
と
も
忘
れ
、
夏
、
冬
が
過
ぎ
れ
ば
、
や
が
て
は
桜
の
咲

く
待
望
の
春
も
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
期
に
、
毎
年

の
家
族
揃
っ
て
の
桜
鑑
賞
旅
行
を
と
、
ほ
ん
の
さ
さ
や
か

な
夢
を
追
い
つ
つ
、
早
く
も
来
春
を
待
ち
わ
び
る
こ
の
ご

ろ
で
あ
る
。 

 

何
年
か
前
の
春
う
る
わ
し
い
こ
ろ
、
古
都
京
都
と
舞
鶴

へ
妻
と
小
旅
行
し
た
。
舞
鶴
の
港
の
岡
に
立
つ
と
、
日
本

海
は
穏
や
か
に
凪
い
で
い
た
。
此
方
の
島
に
向
い
、
遠
い

北
の
果
て
ソ
連
の
地
に
眠
る
友
に
安
か
れ
と
祈
り
を
捧
げ

る
。
あ
の
有
名
な
「
異
国
の
丘
」
の
メ
ロ
デ
ィ
が
も
の
悲

し
い
憂
い
を
帯
び
て
流
れ
て
く
る
。
（
我
慢
だ
待
っ
て
い

ろ
、
嵐
が
過
ぎ
り
ゃ
、
帰
る
日
も
来
る 

春
が
来
る
）
あ

の
苦
し
か
っ
た
在
ソ
を
追
憶
し
、
熱
い
も
の
が
こ
み
上
げ

て
き
た
。 

 

妻
と
二
人
、
涙
で
言
葉
も
出
ず
、
追
懐
の
桟
橋
で
記
念

の
写
真
も
撮
る
。 

 

記
念
館
に
て
収
容
所
内
の
写
真
展
、
記
事
を
見
て
回
り
、

昔
日
の
自
分
を
懐
古
す
る
関
係
の
本
、
数
冊
を
買
っ
て
帰

る
。
今
ま
で
各
方
面
に
遊
び
し
旅
行
中
で
、
私
に
と
っ
て

最
も
意
義
深
い
舞
鶴
旅
行
で
あ
っ
た
。 

 

401 

 
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
シ
ベ
リ
ア
の
地
に
眠
る
御
霊

の
ご
冥
福
を
再
度
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。「
合
掌
」 

 

追
記 

 

作
業
の
途
次
、
丸
い
物
に
つ
ま
づ
き
、
急
い
で
馬
鈴
薯

と
思
い
、
大
事
に
懐
に
入
れ
て
持
ち
帰
り
、
ワ
ク
ワ
ク
と

期
待
を
込
め
て
ペ
チ
カ
で
焼
く
と
溶
け
て
馬
糞
の
臭
い
プ

ン
プ
ン
！ 

友
と
ガ
ッ
カ
リ
し
た
。 

 

【
執
筆
者
の
紹
介
】 

生
年
月
日 

 

大
正
十
三
年
七
月
生
ま
れ 

出 

生 

地 
 

愛
媛
県
東
温
布
（
旧
川
内
）
井
内
甲 

父 
 

 
 
 
 

 
 

直
局
、
母 

フ
ユ
の
次
男 

経 
 

歴 
 

地
元
の
西
谷
小
学
校
卒
業 

 
 
 
 

 
 

昭
和
十
六
年
十
二
月 

県
立
松
山
工
業
卒 

 
 
 
 

 
 

業 

 
 
 
 

 
 

満
州
県
新
京 

満
州
鉱
山
に
勤
務 

一
年 

 
 
 
 

 
 

で
兵
役
に
服
す 

 
 
 
 

 
 

昭
和
二
十
年
九
月 

 

入
ソ
後
コ
ム
ソ
モ 
 

 
 
 

 
 

リ
ス
ク
、
ホ
ル
モ
リ
ン
地
区
で
強
制
労
働 

 
 
 
 

 
 

昭
和
二
十
四
年
七
月 

復
員 

 

松
山
市
に
て
、
愛
媛
県
職
業
安
定
所
、
建
設
省
土
木
松

山
事
務
所
、
住
友
建
設
松
山
支
店
等
勤
務
、
東
建
設
（
自

営
）
を
経
営
。
子
供
二
人 




